
農業技術革新・連携フォーラム2024
オンライン 開 催 案 内

我が国における人口減少に伴う労働力不足は深刻な課題となっており、これからの日本農業の安定的かつ
持続的発展には生産性の向上及び流通改革等が必須である。このような状況を踏まえ、農業・食品分野に
おける最先端の研究成果を持つ「農研機構」、時代の潮流に先んじて経営発展を目指す「農業法人」、日
本経済の自律的な発展と国民生活の向上に寄与することを目的とする「日本経済団体連合会」が、相互に
理解を深め連携することにより、農業生産の現場における更なる技術革新の実現を通じて、日本農業の安
定的かつ持続的発展及び国民生活の向上に貢献するため、本フォーラムを開催する。

（株）クニエ

2024年１月

主催・協力

主催：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構、日本経済団体連合会、日本農業法人協会、株式会社クニエ
協力：日本政策金融公庫、農業経営支援連絡協議会、東京工業大学、日本能率協会

参集範囲

農業生産者、関係組織、民間事業者、研究機関等

日程

開催日程：2024年2月1日（木）12:00 ～ ３月22日（金）17:00

オンライン会場・参加申込

https://rf2024.gakkai.online
上記URLの「新規登録はこちら」から参加者（ユーザー）登録を手続きのうえご入場ください。
参加費は無料です。会場は、（株）AGRI SMILEの「ONLINE CONF」を利用します。
ユーザー登録手順マニュアル：http://tinyurl.com/yoaasxoh

システム操作に関するお問合せ先： support@gakkai.online

プログラム

（１）主催者挨拶 久間和生 （農研機構 理事長）
磯崎功典 （日本経済団体連合会 農業活性化委員長）
齋藤一志 （日本農業法人協会 会長）

（２）基調講演 アグリフードヘルス産業におけるアカデミアを活用したオープンイノベーションエコシステムの構築

東京工業大学 副学長 大嶋 洋一 様

（３）展 示 会 スマート農業、生産・基礎技術、資材機材、経営管理等

（４）分  科  会（申込方法や開催概要は、参加申込後にイベントサイト内でお知らせします。）
２月調整中  農業データ連携基盤WAGRIを活用したデータ駆動型農業に向けて
３月上旬  農業・食品産業全体をつなぐ「スマートフードバリューチェーン」
３月７日(木)14:00～ 日本農業の将来展望（J-PAOサミット、会場：みどりの食料システムEXPOセ

ミナー（東京ビッグサイト）、オンライン／アーカイブ配信）

E-mail suzukimc@qunie.com（鈴木亨弘）         ℡：090-1650-4708

お問合せ先

（１）～（３）オンデマンド配信、（４）オンタイム・オンデマンド配信混在

https://rf2024.gakkai.online/
http://tinyurl.com/yoaasxoh
mailto:support@gakkai.online


オンライン技術展示出展者一覧

2023年12月26日現在

番号 出展者名 展示タイトル

1 農研機構 イチゴのジャストインタイム（JIT ）生産

2 農研機構 農研機構開発品種・技術を活用した「米粉バリューチェーン」構築のサポート

3 農研機構 分光センサーによる野菜のおいしさ・鮮度判定

4 農研機構 トルコギキョウの収穫日を１ヵ月以上前に予測し目標日での収穫を実現する技術

5 農研機構 露地でも確実な計画生産ができるキク類の夏秋期電照栽培

6 農研機構 日持ちが優れる切り花用ダリア新品種「エターニティシリーズ」

7 農研機構
多収のダイズ新品種「そらみずき」、「そらみのり」-ダイズの安定生産と供給に貢
献-

8 農研機構
市場ニーズに応える東北発の新品種-パン用小麦「夏黄金」、日本めん用小麦「ナン
ブキラリ」-

9 農研機構 地球温暖化に負けない果樹の新品種

10 農研機構
「みどりの食料システム戦略」および海外輸出に対応可能な茶品種「さえあかり」、
「せいめい」、「かなえまる」

11 農研機構
大気圧プラズマ処理により植物のゲノム編集に成功-品種改良の新しいツールとして
期待-

12 農研機構 籾殻燃焼技術を利用した脱炭素型生産技術の開発

13 農研機構 カーボンニュートラルの切り札「オギススキ」-バイオマス燃料の期待の星-

14 農研機構
我が国の肉用牛に適したゲップ由来メタン排出量推定法-温室効果ガス削減に向けた
技術開発を加速-

15 農研機構 開水路に適した水田のICT水管理機器と水位判定技術

16 農研機構 ロボットトラクタによる作業機自動交換技術

17 農研機構
農業用水の生物情報を 環境DNA で診断-特定外来生物 カワヒバリガイ による通水阻
害対策に貢献-

18 農研機構 デジタルで日本の農業を応援します！ WAGRI

19 農研機構
昆虫の力を借りて食品廃棄物の臭気を抑える技術を開発-育てた昆虫はタンパク質資
源として利用可能-

20 農研機構 シルクを用いた食べるワクチン-シルクで新たな動物用経口ワクチンができます-

21 農研機構
酵素パワーで生分解性プラスチック製品の分解を加速-農業用マルチフィルムの鋤き
込みで効果を実証-

22
エア・ウォーター・メ
ディカル株式会社

土壌分析装置

23 協友アグリ株式会社
水稲除草剤「サラブレッドGO」は各種製剤が揃っております。IPM資材「エコピタ
液剤」は気門封鎖の殺虫殺菌剤です。

24 TOPPANエッジ株式会社
農作業を委託したい個人農家と、それを受託できる農業法人をつなぐ、農作業マッチ
ングサービス「農託」のご紹介。

25
エム・エス・ケー農業機
械株式会社

露地栽培農業支援ソリューションCropScope。圃場情報の可視化・蓄積に加え、蓄
積したデータを活用した可変施肥マップ作成機能を提供。

26 ウォーターセル株式会社
営農支援ツール「アグリノート」による営農情報のデータ化、GHG排出削減量の可
視化やカーボンクレジット申請への営農データの活用

27 日本農薬株式会社 レイミーのAI病害虫雑草診断（無料アプリ）

28 株式会社誠和。
施設園芸エネルギーデザインシステム ～農業用ハウスの建設や施設園芸を利用した
脱炭素推進を検討している方をサポート～

29 島貿易株式会社 農業用微生物資材：「高濃度菌根菌/Rootella」のご紹介
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